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[f 召 7 き言 き j 寅 ] 青木詩情 ( 旭化成建材 ) 

l  MOT プロバラムの 位置付けと概要 (1 9 9 4 年度 ) 

] 一 l. MOT プロバラムの 位置付け 

れ Ⅱ T 

  Sloan  SchoolofManagement  ( ビジネ 、 ススクール ) 
  

Regular｀aster．egree‾rogram 

規模 年代 イメージ 

2 5 0 人 2 0 後半 伝統あ り有名， 

4 5 人双後 3 0 後半 伝統あ り有名，     Sloa 号 ln  Fello Ⅰ P 四 % や兜                                                                                                                                                                           

ManagementofTechno № 餅 Pro 肝 am4 5 人双後 30 中頃 設立 1 5 年目・ 7 々  ト 

        

この MOT プロバラムは、 MI T の SlomSchoo1 に属している。 点線より上の 2 つのプ 

ログラムは伝統もあ り名も通っているのに 対して MOT プロバラムは 1 9 8 1 年の設立 

で、 Slo ㎝ Sch ㏄Ⅰの中ではマイナ 一な存在であ る。 現実的に、 MOT プロバラム自体の 目 

的と内容よりも MIT Slo ㎝ Schoo1 に属していることがプロバラムの 策 1 義 的な意味だと 

思 う 。 つまり、 エンジニア部門での MI T の優位性、 また、 SlomSchoo1 と共通の教授陣 

の授業を取ることができるという 2 つの大きな恩恵を 受けている。 

1 一 2. MOT プロバラムの 目的 

主に技術者を 対象とした、 ビジネスの戦略的リーダーを 育成するのが 目的であ る。 特に 

通常のビジネススクールとは 違い、 技術に焦点を 絞って上記目的を 達成しようとするプ 

ログラムであ る。 

] 一 3. MOT プロバラムメンバ 一の構成 (1 9 9 4 年度 ) 

人数 3 7 
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1 一 4. MOT プロバラムの 内容 (1 9 9 3 年 6 月一 1 9 9 4 年 5 月 ) 

夏 学期 : 6 月 7 日 一 8 月 1 9 日 私学期 : 9 月 6 日 一 1 2 月 1 6 日 

@@Managerial@and@Financial@Accounting ・ Mma ぎ ng  Imovation  and  TechnologlcalChm 穿 

・ Appli 目 Economics ぬ rTechnoIo 緩 Mm 穏 ers  ・ StrateglcMmagementofTechnoloW 
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・ Stati ㎞ calAn 囲 ysis ぬ ITechnoloW  Mmagers    The 良夜 D  Process:Co ㎜ u ㎡ cations 

  Dyn 抑 Ⅱ cStrate 樺 cPlm ㎡ ng 荻 )d  Org ㎝ l ラ ation 

・ MarketingMmageme 憶 

・ Se ㎡ n 荻 in  the  MmagementofTechnoIoW 

@@plus@at@least@one@graduate@level@0ective 

ビジネ 、 ス 研修 ( 企業訪問 ロンドン )      1 9 9 4 年 1 月 1 9 日 一 1 月 2 8 口 

春 学期 : 1 月 3 0 日 一 5 月 1 9 日 

・ Co や orate  StrategiesforMmagementRese 荻 ch  Developmentand  En 豊 nee 血 g 

・ M 田稗田田 Fmnmce 

・ Se ㎞ n 町 intheMmagementofT ㏄ hnoloW 

・ plusThesismd  atIeastonegraduatelevele[ective 

MOT プロバラムは 技術者の中間管理職を 主な対象とした 1 年制の修士号コースであ 

る。 通常は、 2 年制であ る修士号コースを 1 年制としている 為 、 夏 学期から始まり 春学 

期 まで続く。 対象者とコースの 目的がはっきりしているため、 必修コースが 多いのも特 

徴であ る。 技術に関する 必修科目が多いが、 あ くまでもビジネススクールであ る 為 、 日 

本の高校までの 数学の予備知識があ れば充分であ る。 

MI T 全体の方針として、 修士号取得には 卒業論文が条件であ ったが、 現在では Re 糾け 

M ㏄ t ㏄ Pro 臣皿 Ⅰでは卒業論文が 選択性になっている。 しかし、 MOT プロバラムは OR の 

アンケートなどでも 大方が卒論の 重要性を認めており、 現在も卒論を 必修としている。 

これも、 技術者中心のプロバラムの 1 つめ 側面かと思われる。 

1 一 5. MOT プロバラムの 費用 

学費 us s y,@ o o o 

ビジネ 、 ス 研修   U8  3 、 0 0 0  今寺 十 (J8 4 0 、 0 0 O   
2. MOT プロバラムの 置かれている 状況 

2 一 Ⅰ． ビジネ 、 ススクールの 機能 

1) アメリカ : 個人のキャリアアップの 手段 

実社会経験者 づ ビジネ 、 ススクール づ より条件の良い 企業の経営幹部 

2) 口木 : 企業研修の一環として 社員を派遣する 

企業目的 づ ・アメリカビジネ 、 ス 最新状況の吸収 

・人脈つくり ( 日本人十覚人 ) 

・英語の習得 

・アメリカ 生 ， 活 ・文化の吸収 

一 114 一 



2 一 2. MOT プロバラムにおける 技術者の経歴 

欧米系 学士 修士 博士 日本 学士 修士 博士 

企業 R&D   Ⅰ l 2 O   O 

企業製造等 2   O   O O 

コンサルタント 0   2 

起業家     Ⅰ 土 

教授 O O   

防衛産業 2   O 

上記に見られるように、 日本は企業技術部門からの 派遣であ り、 欧米は他の業種・ 分 

野にも分散している。 欧米では会社や 業種を変えることが 頻繁であ り、 まず白らの持っ 

ている技術力の 価値を高めて、 その価値を企業内のみならず 広くビジネ 、 ス 界で実践して 

いこ う としている。 したがって、 自己負担、 企業負担であ ろうとも目的意識が 非常には 

つ きりしている。 

アメリカでは 日本の学士が 欧米の修士にあ たるくらい高学歴化が 進んでおり、 また、 

それがビジネス 界で成功するための 1 つの重要な必要条件になっている。 - 方、 ビジネ 、 

ススクール間の 競争が激しくなっている。 その意味でも MOT プロバラムが 数あ るビジ 

ネススクールの 中でも投資するに 値するかどうかというドライな 選択対象になってきて 

いる。 

最後に、 上記にも見られるように 博士号取得者も 含め優秀な人材が 多く 、 私の経験か 

らすると参加者は 勉強することがとても 好きであ った。 そのため、 MOT プロバラムが 

提供する学問的な 部分の質が落ちると、 大学が提供するプロバラムとしての 価値が失わ 

れると考えられる。 

2 一 3. 競争にさらされるアメリカビジネススクール 
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欧州 人 アメリカ人 欧州 人 アジア人 

アメリカのその 他のビジネ 、 ススクープ 

現在、 ，アメリカには 多くのビジネ 、 ススクールがあ り、 また、 たくさんのプロバラムが 

あ る。 - 昔 前までは、 ビジネススクールといえばハーバードを 中心としたアメリカの ト 

ッフ スクールと相場が 決まっていた。 一方、 現在欧州ではロンドンビジネススクールや 

INSEAD などの台頭が 目立ち、 欧州のみならず 世界各国からこれらの 欧州トップビジネ 

ススクールに 人材が流れてきている。 
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アメリカにおいてもビジネ 、 ススクールの 存在意義が問われている 昨今、 投資が最も多 

く返ってくるビジネ 、 ススクールという 基準が益々重要になってきている。 その意味で伝 

統 と名のあ るトップビジネススクールが 勝ち残って い く傾向にあ ると思われる。 しかし、 

トップビジネ 、 ススクールの 中での競争も 激しく、 ビジネス戦略さながらの 生き残り競争 

が 行われている。 

3. MOT プロバラムの 問題点 

3 一 1. MOT プロバラムの 存在意義が薄れてきている。 

私の在学中の 1 9 9 4 年度は MI T が財政的に苦しい 次期であ った。 また、 アメリカ 

を中心としてビジネ 、 ススクールに 派遣する企業が 減ってきていた。 ビジネ 、 ススクール と 

しての SloanSchoo1 の課題は第 1 に安定的なスポンサ 一の確保と、 第 2 にトップビジネ 、 

ススクールの 中での SloanSchoo1 の魅力を引き 上げることであ った。 日本からは毎年 定 

期 的に特定企業からの 入学が多く、 これはスポンサーとしての 企業の役割と 無縁とは言 

えない。 また、 レスターサロ ー 学院長を引き 継いだのはマーケッティンバ 専門の 

Mr.Urban であ った。 私は彼の今後の Sloan Sch ㏄ l の歩むべき方向についてのプレゼン 

テーションを 聞いたが、 彼はマーケティンバの 手法を使って 顧客満足の達成できる Sloan 

Schoo1 を目指しるようだ。 

その中でも MOT プロバラムは 厳しい状況を 迎えている。 というのも「技術者を 対象 

にしたマネジメントプロバラム」ということ 自体が存在意義を 失わせている 為であ る。 

具体的には、 MI T 自体がエンジニアが 売り物であ り、 かっ SloanSchoo1 も技術に関す 

る 分野を得意としている。 つまり、 ビジネスの中での 技術の重要性が 増すならば、 MO 

T に限らず、 他の㎏ 尹 larMas 梶 rPro 許 am や SloanFe ℡ ow プロバラムでも 取り上げて 

いくのであ る。 加えて、 ビジネススクールへの 応募者が減っている 状況では、 伝統と名 

前が売れているプロバラムが 生き残るのが 現実的であ る。 一度、 プロバラムの 責任者と 

クラスの仲間とで「 MOT プロバラムの 商品価値を上げるにはど う したらよいか。 」に 

ついて話しあ ったが、 いくつかの細かい 提案はあ ったが、 抜本的な解決策は 出なかった 

と 記憶している。 

3 一 2, プロバラムを 継続していく 後継者が育っていない。 

MOT プロバラムの 責任者は Mr, 民仇 ert8 で、 かっ事実上のプロバラム 創設者であ る。 

問題は SloanSe Ⅱ UOo1 教授陣の中で、 彼が唯一の MOT プロバラム推進者であ ると感じる 

ことであ る。 つまり、 彼がこのプロバラムに 関与しなくなることは、 すな む ち MOT プ 

ログラムの継続も 怪しくなると 思われることであ る。 ここでのポイントは、 MOT プロ 

グラムが組織的というよりも 属人的な面に 依存して運営されている 面が否めない 点にあ 

る 。 この点は、 あ くまで個人的な 感想なのでご 了承 い ただきた い 。 

4. MOT プロバラム講習体験から 想像する日本での MOT プロバラム 
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私が MoT プロバラムに 参加したのは、 アメリカのビジネススクールで 経営学を勉強 

してみたいという 希望を会社のお 陰で実現できたからであ る。 それで、 たまたま事務系 

出身にもかかわらず MO, 「プロバラムに 参加することができた。 製造業に勤務している 

立場からすると MOT プロバラムで 事務系出身の 私が「技術を 中心に置いて 戦略を組み 

立てる」ことに 関して大いに 勉強することができた。 

現在、 自分の仕事においてもプロバラムで 得たことは役に 立っている。 しかし、 製造 

業における実際の 仕事では技術者が 関与している 部分が多く、 技術者が技術戦略の 視 ，ぉ ; 

を 多く勉強することは 企業戦略全体に 大いに貢献でることだと 思、 ぅ 。 

最後に、 日本で商品価値のあ る MoT プロバラムの 条件とは何かについて 思いっく ま 

まに述べさせてもらった。 私事、 仕事でアジアを 何ケ国か 訪問し、 また MOT プロバラ 

ムでの研修経験を 踏まえてその 様なイメージを 持った。 私は MOT というよりも MI T 

ビジネ 、 ススクールのプロバラムで 勉強したという 実感の方が強い。 ビジネ 、 ススクールが 

繁栄していないロ 本で Mo, 「プロバラムが 繁栄するには、 どのようにその 日的と市場を 

絞り込んでいくかにかかっていると 思われる。 はな ほだ 思い付きではあ るが、 そろそろ 

日本にも国際的に 特徴の有りかつ 商品価値のあ るプロバラムがあ っても良いのではない 

かと思い列記してみた。 

l. H@ 的     アジアにおけるテクノロジーマネジメントをリードする 国際的人材を 育成す 

ること。 

2. 商品価値 

1) アジアの技術をリードする 日本で、 アジアでの技術戦略・ 政策について 学問的見 

地からプロバラムを 提供すること。 

2) このプロバラムがアジア 地域で必要とされる 技術戦略の基本的枠組みについての 

1 つの発信 源 となる。 

2. 機関 : 有名大学大学院 ( 技術関係の学部を 自前で持っ ) 

理由   
1) あ る特定の企業・ 政府機関の政策に 影響を受けない 第 3 者機関であ ること 

2) ハイレベルのアカデミックな 講義を提供できる 教授陣を自双で 持っていること 

3) 学位を与えられること 

3. メンバ一 - 構成 

]) 学生 : APEC 各国を中心として、 日本人以覚の 構成率を 7 0% 以上を原則とす 

る 。 

2) 教授     同じく世界各国からの 教授人を招く。 特に世界に埋もれている 優秀な若手 

や実業の世界から 広く教授人を 採用していく。 

4. 大学が財政的にも 中立的な立場を 維持できる。 
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